
令和元年度 第 3 回理事会 議事録  

  

１．日 時：2019 年 11 月 4 日 13:00～15:15 

２．場  所：青森市民病院 ３F 大会議室 

   青森市勝田 1 丁目 14-20 Tel:017-734-2171 

３．出席者：齋藤浩治、石山雅大、三上英子、太田孝雄、田代博美、野坂知加、柴田絵里子、

   吉岡治彦、吉田泰憲、十文字礼子、番場隆彦、丸光夫、山本沙織、佐々木久、

   津田昭子、坂牛省二 

  欠席者：三橋淳治、高橋智代 

定款第 5 章第 32 条及び諸規定により、議長に齋藤会長があたり、書記に十文字理事が指

名され、審議が行われた。 

 

【報告事項】 

1. 第 2 回理事会議事録報告 

資料として配布された「第 2 回理事会議事録」に従って齋藤会長より報告があった。 

議事録の内容について了承を求めたところ、出席者全員が異議なく了承された。 

 

2. 学術部経過報告 

石山学術部長より、以下の報告があった。 

各学術部門の研修会が行われている。 

精度管理調査について、試料の準備が整ったので発送する予定である。 

 

理事に了承を求めたところ、出席者全員が異議なく了承された。 

 

3. 公益部経過報告 

三上公益部長より、高校生心電図について報告があった。 

検診日に欠席した生徒の対応が済み、今年度の日程をすべて終了した。医師会からの入

金を確認した。清算のため各支部で派遣した技師と回数、使用したタクシー代について

報告していただきたい。 

医師会へタクシー代の負担について、問い合わせをしていたが、ブロック連絡強化費が

支払われているため、そこで調整していただきたいとの回答であった。 

タクシーの利用については、理事会において意思決定しているので、来年度以降も使用

して問題はないと思われる。 

 

理事に了承を求めたところ、出席者全員が異議なく了承された。 

 



4. 渉外部経過報告 

太田渉外部長より、災害対策研修会参加について報告があった。 

発災時の初期対応として、対策本部の設置場所や、連絡方法などを早急に取り決めする

必要がある。 

発災時は県庁に災害調整室が設置され、情報が集まってくる。県庁との交渉も必要にな

るが、技師会として加盟すると情報を得ることができ、各支部などに発信することがで

きる。 

発災した場所によっても状況が変わるが、対応ができるようにすすめる必要がある。 

 

齋藤会長より、災害派遣技師研修会や災害対策研修会の参加は、各支部持ち回りにする

など交代で参加してはどうかとの意見があった。また、青臨技災害対策マニュアルの組

織図と、連携チャートを渉外担当理事で作成していただきたいとの要望があった。 

 

理事に了承を求めたところ、出席者全員が異議なく了承された。 

 

5. 事務局経過報告 

野坂事務局長より、配布資料に基づいて経過報告と今後の予定について説明があった。 

 

理事に了承を求めたところ、出席者全員が異議なく了承された。 

 

6. 野球肘検診状況報告 

齋藤会長より、野球肘検診について報告があった。 

むつ市での検診を終了し、青森市・弘前市で検診の予定である。 

 

理事に了承を求めたところ、出席者全員が異議なく了承された。 

 

7. 北日本支部連絡会議報告 

齋藤会長より、配布資料に基づいて北日本支部連絡協議会について報告があった。 

1） 日臨技支部長連絡会報告 

2） 令和元年度北日本支部学術活動報告（中間報告） 

3） 第 9 回北日本支部医学検査学会開催について 

 令和 2 年 10 月 17･18 日 

 岩手県盛岡市（いわて県民情報交流センター アイーナ） 

 テーマ「融和と強調」～ジェネシス ジェネラル ジェネレーション～ 

4） 北日本支部学術部門活動について 

 



5） 第 69 回日本医学査学会について 

スキルアップセミナーは今回から日臨技主催となり、認定に関わる内容のみとな

った。 

6） 日臨技事業について 

日臨技専務理事より、日臨技事業として「タスクシフィティングに関する取組」「国

家試験受験カリキュラム改正案の厚労省への提出」について報告があった。 

   

理事に了承を求めたところ、出席者全員が異議なく了承された。 

 

8. その他 

1） 山本理事より、2020 年度の青森県医学検査学会について、講師に弘前市立病院臨

床検査科科長 諸橋聡子氏、弘前大学医学部付属病院教授 玉井佳子氏を検討し

ているとの報告があった。 

 

2） 地域ニューリーダー育成研修会実施要項 

齋藤会長より、令和元年 10 月 18～20 日 八戸市立市民病院 須藤安史氏が参加

したとの報告があった。 

 

3） 後援・名義使用について 

 齋藤会長より、以下の研修会について、名義使用を許可したとの報告があった。 

 骨髄移植を知ろう 

 安全な輸血医療を行うための研修会 

 北東北がん医療コンソーシアム総会 および未来がん医療プロフェッショナ

ル養成プラン講演会 

 

理事に了承を求めたところ、出席者全員が異議なく了承された。 

 

【議題】 

1. 初級・職能開発講習会について 

齋藤会長より、11 月に予定していた初級・職能開発講習会について、参加の申し込み

が少なく来年度に延期になったとの報告があった。 

日程について、2020 年 4 月 11 日（土）又は 12 日（日）の開催を日臨技に打診する。 

 

三上理事より、年代やどういう立場の方が対象となるか質問があった。 

 

齋藤会長より、日臨技の案内では経験年数 3～10 年とあるが、技師長・次期技師長の



受講も有用と考え、全年齢対象としたとの回答があった。 

 

理事に了承を求めたところ、出席者全員が異議なく了承された。 

 

2. 慶弔規定について 

齋藤会長より、会員の弔事に際し、生花代として金額を設けた方がよいのではないかと

の提案があった。 

 

生花代として 2 万円ではどうかとの意見があった。 

 

理事に了承を求めたところ、出席者全員が異議なく了承された。 

 

3. その他 

齋藤会長より以下の項目について、説明と要望があった。 

1） 2020 年度事業案・予算案について 

各支部で 2020 年度の事業案・予算案を作成し、2020 年 1 月中に提出していただ

きたい。 

2） 次期役員について 

各支部で、世代交代を考慮した役員等の選出をお願いしたい。 

3） 仕事の割り振りについて 

理事は現在 16 名だが、定款では理事 15～18 名以内となっている。事務局、庶務

理事の負担軽減のため、定款の定数内で理事を増やして役割分担していきたい。 

現在の業務内容については整理し申し合わせをした。 

 

  理事に了承を求めたところ、出席者全員が異議なく了承された。 

  

 

議長は以上をもって審議を終了したことを告げた。 

 

 

会長   印 

 

幹事   印 

   印 

 


